
ROLAND ELECTRONIC 

ＲＯＬＡＮＤの利点 

 視覚不能な溶接継ぎ目検出

 二つの技術要素を利用

溶接継ぎ目検出装置

SND40 

漏れ磁束と渦電流の組合せにより磁性材と非磁性材

の溶接継目を検出します。 

 ﾁｭｰﾌﾞ、缶及びﾄﾞﾗﾑ缶

-直径 5-500mm

-位置設定

-駆動部をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞし、検出信頼性を制御

 ｺｲﾙ材、ﾜｲﾔｰ及び線材

-突合せ溶接及び結合部の検出

-素材構造の変化部の検出

 高検査速度

-ﾁｭｰﾌﾞ、最大 300rpm(外径による)

-ｺｲﾙ材、9.7m/秒

 ｾﾝｻｰ信号の視覚記録化

 USB 及び Ethernet によるﾃﾞｰﾀ保存

 10“ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝに図表示

 自動化用に産業用標準ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

の採用

SND40 新型溶接継ぎ目検出機は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ分析と溶接継ぎ目検出の特殊な要求に向け開発された渦電流技術

を組み合わせています。 

多様なｾﾝｻｰ、試作と改良を重ねた漏れ磁束ｾﾝｻｰ及び新たな渦電流ｾﾝｻｰ若しくはﾌﾟﾛｰﾌﾞ型を使用し、非常に

高い有効性をもつ溶接継ぎ目検出装置です。それ故、SND40 はﾁｭｰﾌﾞ曲げ加工機やﾊｲﾄﾞﾛﾌｫｰﾐﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ及び

線材切断機の難しい継ぎ目検出や加工位置設定を行うことができます。 

PC を使用し、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽや Ethernet ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによるﾒﾆｭｰ選定により全ての金属製ﾁｭｰﾌﾞやｺｲﾙ

材に対応致します。 



溶接継目検出システム SND40 

概要 

ｺｲﾙ材や他の長尺材（ｹｰﾌﾞﾙやﾜｲﾔｰ）の製造は、長く延伸したものとなり（金属ｺｲﾙ材は端部溶接、ｹｰﾌﾞﾙ材はｺﾈｸﾀ

ｰを使用）、溶接継ぎ目の自動検出が必要となります。

ﾁｭｰﾌﾞ、缶やﾄﾞﾗﾑ缶の場合、溶接継ぎ目の自動検出と共に素材の位置検出が必要となります。SND40の適正なｾﾝｻ

ｰの組合せはあらゆる金属製のﾁｭｰﾌﾞ、缶及びﾄﾞﾗﾑ缶の縦断する溶接継ぎ目の検出、また同様にｺｲﾙ材やｹｰﾌﾞﾙ、

線材の端面溶接継ぎ目検出を可能とします。

機能 

ｾﾝｻｰは素材の停止時に接置され、その後、ｺｲﾙ材は連続して搬送、ﾁｭｰﾌﾞ材は回転機により回転されます。

ｹｰﾌﾞﾙやﾜｲﾔｰ材は貫通ｺｲﾙを通し、計測の為連続的に通過させます。

計測手順は機械系 PLCによりｽﾀｰﾄ信号が起動され、その一定時間後計測が始まります。 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ処理及びﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞされたｾﾝｻｰ信号がｽｲｯﾁｲﾝｸﾞしきい値を超えると継ぎ目検出となります。同時にSND40は

溶接継ぎ目検出を出力します。

ﾁｭｰﾌﾞ計測は回転系もﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞされ、さらに検出信頼性は三ﾚﾍﾞﾙ選択することができます。

技術ﾃﾞｰﾀ 
電源： 100-240VAC

消費電力： <110W

始動電流： <15A/115V、<30A/230V

外部ﾌｭｰｽﾞ： >3.15A（ﾐﾃﾞｨｱﾑﾌﾞﾛｰ）

保護等級： IP54

周囲温度： 0-40℃

重量： 12kg 概略

外形寸法： 420L x 235W x 305H mm

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ
 PC 内蔵、Windows CE

 ﾘｱﾙﾀｲﾑ演算（ARM7）、検出と位置設定

 ﾘﾚｰｺﾝﾀｸﾄ出力同様なｵﾌﾟﾄｶｯﾌﾟﾗｰによる入出力

 USB 使用によるｿﾌﾄｳｪｱ最新化、ﾃﾞｰﾀ保存とﾌﾟﾘﾝﾄ出力

 10M ﾋﾞｯﾄ Etherneｔによるﾘﾓｰﾄ診断と制御

 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）による制御とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

 ﾏｳｽ及びｷｰﾎﾞｰﾄﾞの使用（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
 10“ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝによる容易な操作

 ｾﾝｻｰ信号と評価の大画面図表示

 ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ若しくはﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽにより 31 種の計測ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの選定性

 所望の多くの計測ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを保存し、手動呼び出し可

 USB 使用によるﾃﾞｰﾀ保存とﾌﾟﾘﾝﾄ出力



 

 

 

 

 

 

ﾁｭｰﾌﾞ、缶、ﾄﾞﾗﾑ缶用ｾﾝｻｰ 

型式 基本機能 適合素材 外径 mm 肉厚 mm 寸法 D x W x H mm 重量 kg 

NS9-EC8x60NT 

漏れ磁束/渦電流 磁性/非磁性ﾁｭｰﾌﾞ 

10-250 <3 79x165x178 6.6 

NS12-EC8x80NT 10-250 <4 99x165x205 11 

NS24-EC18x185NT 25-500 <4 226x257x367 45 

 
型式 基本機能 適合素材 幅 mm 肉厚 mm 寸法 D x W x H mm 重量 kg 

NS9-EC8x35NT 漏れ磁束/渦電流 磁性/非磁性ｺｲﾙ材 
最少 100 材質による 102x165x180 

7.5 

EC9-8x35NT 渦電流 非磁性ｺｲﾙ材 6.5 

EC...PDN50-500-S 

EC...IDN50-500-S 

渦電流       

貫通型ｺｲﾙ 
ｹｰﾌﾞﾙ、ﾜｲﾔｰ 4.5/12/16

∅
、ｾﾝｻｰによる 112x123x142 1.0 

 

汎用ｾﾝｻｰを掲載しておりますが、さらにｵﾌﾟｼｮﾝｾﾝｻｰを承ります。適正なｾﾝｻｰは弊社のﾗﾎﾞにて信頼ある機能を保証するためにｻﾝﾌﾟﾙ

材の試験により確定する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶接継目検出システム SND40 

ｾﾝｻ- 

漏れ磁束ｾﾝｻｰと渦電流ｾﾝｻｰはｾﾝｻｰｴﾚﾒﾝﾄと素材表面の間に一定の距離を必要とします。計測の為にｾﾝｻｰが素
材の表面に置かれる場合、空気圧ｼﾘﾝﾀﾞｰ式の機械式持上げ機が必要です。 

貫通型ｺｲﾙは中空式検出ｺｲﾙを有し、素材がその中を通過します。素材は出来るだけｺｲﾙの内径に近い径が良いの
ですが、通過時ｺｲﾙの内壁に接触してはいけません。もし素材が不均衡にｾﾝｻｰを通過すると、ｺｲﾙﾁｭｰﾌﾞの内側に
歪が生じるため、石製等の保護器を推奨致します。これらはｱｸｾｻﾘｰとして供給可。 

複合ｾﾝｻｰは Hall ﾌﾟﾛｰﾌﾞと渦電流ﾌﾟﾛｰﾌﾞからなります。このｾﾝｻｰは非磁性材同様に磁性材も計測します。 

計測原理 

磁力漏れ磁束原理：電磁石の磁束は素材に導引されますが、不均一な素材構造部で磁束漏れが生じ、これが計測
され判定されます。これは幾何学的及び磁性伝導の自差として生じる溶接継ぎ目の検出の固有の方法です。この手
法は磁性材に有効です。 

渦電流原理：素材に導引された交流の電磁界は渦電流を生じます。計測ｺｲﾙに電圧が誘導され、判定されます。こ

の方法は幾何学的変化同様に磁性及び電気伝導の自差として生じる溶接継ぎ目を検出致します。溝や擦過痕のよ

うな幾何学的変化は容易に抑制し、高い分解能が細い継ぎ目検出に有効となります。 

溶接継ぎ目検出に関する概括的な報告書の提示は致しかねます。弊社ﾗﾎﾞにおけるｻﾝﾌﾟﾙ素材試験の実施を常に

推奨申し上げます。 



溶接継目検出システム SND40 

複合ｾﾝｻｰ使用時、接続は接続方法に従って行って下さい。 

漏れ磁束ｾﾝｻｰ使用時には渦電流用ｹｰﾌﾞﾙは使用しません。 

渦電流ｾﾝｻｰ/ﾌﾟﾛｰﾌﾞ使用時には漏れ磁束用ｹｰﾌﾞﾙは使用しません。 

制御ﾕﾆｯﾄ 

SND40-EC-IO   渦電流ﾓｼﾞｭｰﾙ；I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

SND40-EC-PR   渦電流ﾓｼﾞｭｰﾙ；Profibus ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

SND40-MF-IO    漏れ磁束ﾓｼﾞｭｰﾙ；I/O ｲﾝﾀ 0 ﾌｪｰｽ 

SND40-MF-PR    漏れ磁束ﾓｼﾞｭｰﾙ；Profibus ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

SND40-EC-MF-IO   渦電流、漏れ磁束ﾓｼﾞｭｰﾙ；I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

SND40-EC-MF-PR  渦電流、漏れ磁束ﾓｼﾞｭｰﾙ；Profibus ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、他のﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽは対応可能 

ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙとｱｸｾｻﾘｰ

KNS9S-G  ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ、複合及び漏れ磁束ｾﾝｻｰ用、ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙｿｹｯﾄ付

KNS9S-W  ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ、複合及び漏れ磁束ｾﾝｻｰ用、ｱﾝｸﾞﾙｹｰﾌﾞﾙｿｹｯﾄ付

SKNS9S  ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ、複合及び漏れ磁束ｾﾝｻｰ、ｾﾝｻｰｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ用、ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙｿｹｯﾄ付

CECM18S-G  ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ、複合及び渦電流ｾﾝｻｰ用

SM18CECM18S-GG ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ、複合及び漏れ磁束ｾﾝｻｰ、ｾﾝｻｰｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ用、ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙｿｹｯﾄ付

SCB-EC-S  ｾﾝｻｰ接続ﾎﾞｯｸｽ、渦電流ﾌﾟﾛｰﾌﾞ用

SSB-SND40   ｾﾝｻｰｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ、2 ｾﾝｻｰ用

ｶｳﾝﾀｰｻﾎﾟｰﾄ ﾛｰﾗｰﾌﾞﾛｯｸ
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